




 

未熟児の酸素療法は Anoxia をおこしやすい未熟児にとって欠かせない基本的

治療の一つであり,近年呼吸管理の進歩により,より効果的に用いられるように

なった。 

一方,高濃度酸素の毒性については,先づ眼の障害がもっとも注目されてきれと

ころどある。しかし近年 PaO2 の測定によって,投与酸素濃度の調整が行われる

ようになり,又一部ではあるが,経皮的酸素分圧連続測定がなされるようになっ

て,この障害は著減している。一方,高濃度酸素は直接に気道,肺組織に障害を与

えることは従来着目されていたところであるが,近年呼吸管理の進歩にともな

い bronchopulmonaly dysplasia の発生原因として注目されるようになった。 


